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   西部小４つのたから 

大きなうたごえ 元気なあいさつ 

すなおな心 つなぐ心 
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  「記録より記憶に残る大会に」 

 これは、体育主任の浜辺先生から、なわとび大会の練習初

日の説明で言われた言葉です。もちろん、記録を伸ばすことは大

切ですが、皆と協力して大縄を跳べたことや、できなかった技を上

級生に教えてもらいながら上手にできるようになったこと等は、この

大会でこそできることだと思います。 

 寒かった先週はなかなかなわとびまでいかなかったのですが、今

週はなわとび大会のためのような天候が続き、たくさんの子ども達

が練習に臨んでいました。本番には、お天気も相まって、多くの保

護者の皆様が来校し応援してくださり、いつもよりぐんと頑張れた

のではと思います。有り難うございました。  

 

アバンセ放送コンクールに挑戦！ 

 28 日に行われたコンクールには、朗

読 の部 門 とアナウンス部 門 があります

が、本 校 から５年 生 ３名 が挑 戦 しまし

た。その結果、優良賞に西村さきさんが

入賞しました。このコンクールは、県内の

学校より、日頃から人前で話すのが得

意な子 ども達 がこぞって出 場 する、大

変 レベルの高 い大 会 です。その中 で、

入賞するのは至難の業です。 

 緊 張する中で、力 を出 しきったことに

拍手です★ 

 3 年生理科の研究授業にて 

集中力を発揮！！ 

 ３０日は鶴田先生の理科の研究授業が行

われました。この授業は、一年間新規採用とし

て、鶴田先生が取り組んでこられた研修の集

大 成 です。授 業 は準 備 が８割 と言 われます

が、そのために冬休み中から案を練り始められ

ました。当日も準備に余念がなく、子ども達の

思考が深まるようにと授業づくりに力を注がれて

いました。 

 その甲斐あって、子ども達はじしゃくの性質を

見つける課題に熱心に取り組みました。空き缶

でもスチール缶はつくけど、アルミ缶はつかない

ことや、鉄製の釘はつくけど銅製の釘はつかな

いことなどを、実験を通して発見していきました。 

 みっちり頭を働かせていましたね！   

  ４・５年生による代表委員会 

 委員会活動が４・５年生にバトンタッチ。放送の声も今までと変わり、

雰囲気が変わっています。３０日は、代表委員会に３年生が初めて参

加するなど、フレッシュな顔ぶれとなり、やる気が伝わってきました。 

 初めての司会である岡本さん、どうやったらまとめていけるのかを瞬時に

考えて発言する様は見事でした。委員長として出席した５年生の積極的

なリードで、大変スムーズに進行していきました。担当の福田先生からも、

「きちんと返事ができていること」「理由を添えて賛成や反対意見を言えて

いること」等褒めてもらい、子ども達も嬉しそうでした。 

初めて参加した３年代表の中島さんと櫻木さんが、びっしり考えが書か

れたシートを見ながら、堂々と意見を述べるところや、4 年生も５年生の前

で堂々と意見を述べている場面にも感心しました。学校を良い方向に動

かすエンジンが、しっかり働いていることを感じた話し合いでした。 

ブリジストンこどもエコ絵画コンクール 

佐賀工場長賞 ３年 中野せり  

３月にせりさんの絵が描かれた車が、学校に来

てくれます！楽しみですね！ 
絵：5 年山本さん  

  


